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分析法の謹屡

　　第＝二弐世界大職の前までの工業分析というものは，も

　．ちうん，比色分析，分光分析，電氣分祈等物理的方法も

　廣く行われていたとはいうものNt化學的躁作を主とし

　た定性分析，容量分祈，重量分析が主なものであつて，

　例えば試料の溶解，沈澱あ生成涯過，灼熱，秤量等の

　操作に長時間かLつていたというのが普通であつた。

　　　ところが職争中から戦後にかけての約10年間に，圭

　　として米國であるが分析法の機械化ということが素晴し

　　く獲蓬しte。從って從來の比色法，分光法，電氣法等の

　分析曇i置も僕空管の獲蓮とともにその面目を一籔し，白

　動調節髪置，自動記録襲置等の考案と相僕つて，從來の

　重量法，容量法に代り，迅速，精密等の熱において，分

　析操作に劃期的の簗革をもたらしつSあるのである。

　　この機絨化のことに闘しては武藤義一氏が“工業分析

　の進歩”と題してかつて本誌1）にその硬達の一部を紹介

、　したが，なお一般分析器具等の面にもたえずいろいろの

　改良が加えられ實験操作を容易にしているものが少くな

　い．（第1國～第6圖窟眞参照）。　そのほか分析化學の璽

　展については機械化の問題とともに有機試藥研究の進歩

　も與つて力あることを忘れてはならない。

　　しかしこういう分析繰作のいちじるしい攣貌は米國に

　零いて見られる現象なのであつて，わが國では志方氏の

　・S’一ラログラフの研究のように古くから行われたものも

　あるが，分析装置の機械化という鮎では鱒による室白

　駅態のtcめいちじるしく立逞れてしまつたのである。

　　しかし職後，海外の研究事惜が勃明するとともに後れ

．馳せながら，魏…分析髪置その他について盛んに研究が

　行はれるようになり，ボーラログラフ装置，電子顯微鏡

　等次第に國産のものが製作されるようになつたことは同

　慶の至りであるが，現状はまだ米國から，定評ある分析

・装置をぼツぽツ購入し，これによつて研究を行わうとし

　ている程度である。けれども新分祈法の若干について｝±

・後述のように2～3年來既に各所で研究が行われはじめ
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析の概況

岡　　宗　次　郎

たから近い將來工業分析の方面にも弐第に懸用されるよ

うになることL想像される。

分析法の租類

　前述のなうにいろいろ新しい分析方法が行われるよう

になつてきたが，その概要を知るには米國の月刊雑誌
・’ wAnalytical　Chemistry”の1949年の1月號にのつて

いるFirst　Annual　Review　of　Analytical　Chemistry，

Fundamental　Analysis　2）がよいo　　　　　、・

　その物理的方法が如何に饗展しつSあるがは29項目

にわたる分類を見ればほr想像することができる。藩考

までにここにその項目名を掘げて見よう。

　1）Light　Abserption　Spectrometty，　2）Infrared

Spectroscepy　　3）．Rama【L　Spectra　　4）　Ultravio！et

Absorption　Spectrephotometτy　5）X・Ray　Absorption

6）X・Ray　DiffraCtion　7）Emission　Spectroscopy　8）

Mass　Spectrometry　9）岡ectron　Micr（rscopy　工0）

Light　Microscopy　11）Polarograph：c　Theory，　Inst－

rumentation　alld　Methodology　12）Orgaqie　Polaro－

grapy　13）Amperometric　Titrations　14）　Electro－

analysis　15）Chromategraphic　Separatians　16）Di－

stillation　　17）　Extracticm　　18）　Ien　Exchaエ】ge　　19）

興ucle・nics　20）lndicat・rs　21）Fiu・r・metric　Ana－・

1y・i・22）1・・trum・nt・ti・n　23）St・ti・tics・ApPli・d　t。’

Analysis　24）　Inorganic　MtcrQchemistry　25）Organio

Microchemistry　26）Inorganic　Gravimetric　Analysis

27）Organic　Gravimetric　Analysis　28）Inorganic

Volumetric　　Analヲsis　　　29）　Volurnetric　　Analytical

Methods　for　Organic　Cernpounds．

　これを見ても光學的，電氣的の基礎的研究が如例こさ

かんであるかどわかる。なお一年後には第2回目の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」Annual　Reviw・f　Analytical　ChemistryC3）が報告され

ているo

　そしてこれらの工業方面への懸用に醐してはFirst

Annugl、Review。f　An・「yti・al・Ch・mi・t・y・ApPli・at｛ens
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　　　第　1　圏
テーブル型ブフナーロート

Of　Ana］ytical　Dgve】opmen亡s　4♪

がある。これには

　1）塗料　2）精油およびその製品

食品　5）固漣および氣燈燃料

冶金　8）石油　9）製藥及天然藥品

合成ゴム

目は一年後に報告されているe5）

．’

第2圖　ステンレス・

スチール・ビーカー

　　　　　　　　　　　　3）肥料　4）

　　　　　　　　　　6）鐵～台金　 7）ゴド鐵

　　　　　　　　　　　　ヱ0）天然および

の10項目にわたつて紹介され，その第2阿

　残念ながら紙敷の關係上二れらの内容に關して紹介す

る絵裕がないが7懸用方面二おいてもボーラログラ
フ，クロマト・タラ7t分光分析，質量分析，　dtン交換

樹脂，その他新らしい分析法が相當廣範團に懸用されて

いることが記されており．わが國の工業分析とはかなり

のへだたりがあるということが感じられるのである。

本邦の業績

　1，新分析法の紹介

　わが國における最近二三年間の分析業績を見ると研究

部門においては弐第に物理分析法の利用が壇してくるの

が目につくが，工業方面での報告は極めて僅かである。

　むしろ現在の階梯では毅分析法の紹介，解説等が主と

して見受けられる朕態で．艮近二年間に縮誌で目につい

ものを列學して見ると弐のように多くのものがある。
　　　　　　　　　　　　　ト　吸牧スペク1・ルの最近の進歩6〕，赤外吸牧スベクトル

の工業へのua用7），ラマソ分光器と赤外線吸牧装置につ

いて8，稜光分光分析法の最近の進歩9），マススベクトロ

メ｝リーの分析化墨へのma用IO），ベッ．クマソスベクトル

フォトメrタ．一について11），GE自記分光光度計につい

て12），fil　一一ラログラフt一の理論と懸用13），同外國文歪

の紹介14），同装置15）16），ぺ一パーノロマトグラフの特集

17），漉紙クロマトグララィーIB），同，脂肪酸とヒドラヂ

ット19），同簡軍な學生實験2ω，電子顯微鏡による粒干分

析2D，有槻試藥の化學における役割221，カール・ブイシ

ャー試藥23），イオソ交換樹脂について24・ト，（なおイオン
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生　産　研　究

第3圖　終黙を示す“マ
ジー・）クアイ，，付滴定装置

交換樹脂については分析とは別個に多くの交献がある》

右機微量分トゆ展望25．．，eの他物理分折法の展望26，，重

量容量比色の進歩とその楡討2ア♪等。すなbちこのよう

な多敷の諭文がある二とは萩分析法に錐する關心の少く

ないことを示しているn

　II，研究報告

　物理分i斤法による研究報者は工業化學部門，冶金部

門，農學部門等を見ても極めて少い。多方面にわたつて

文献を調べる機魯をもたなかつtaが，工業化學及び一般

化學の學曾誌としての工業化學雑誌並に日本化學維誌に

ついて調査しkところ，前者では1949年にポーラログ

ラフによるもの1、その他3があり，1950年にはボ．一

ラログラフ（速報）2，分光分祈1，比．色分析1．微量分

析1，其他8とその激は増してはいるが，分析關係の報

交はもらうん多くはないn後者の方は分栃關係の報交は

比転的多く．1949年にはで十ソ交換樹脂による分t’斤〔1

－－U報）・稀元素癒用分析〔7報）その他25、編あり・

195，1年二おいては約4D編，稀元素懸用分所2，接鰯分

析6，イ十ソ交換3，分光分祈2．，tO一ラvゲラフ2，

クロマトダラフ2．班鮎分析2，ガス分祈4，有機試藥．

1，比色4，その他15の研究封象も次第に狡賢してきて

いる。

　すなわち職渓分析化學の研究の獲展する一端を知る事

がてきるが，さらに廣く研究畿表會等の講演題目を見る．

とその1頃向が一層よくわかる。いま日本化興會のみにつ．

いて（同會各支部ての講浅は告略する）1949年及び1950年

の4月の年會講演における分祈闘係のものを調べてみる

と1949年は灘、歎649のうち分析關係数80・手950

年は獲表総敷912のうち分析關係は約90。このうち特

殊分析法についての比較をしてみると弐のようになる。

　　　　　　曜君124　　昭繭：25　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和24　　昭和25

分光分析36　ボーラーグラフ26
（吸牧スペクト・レ）3　3　ク・マトグラフ4　6・
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第　4　圖
電氣分析装置
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　この傾向は今後ますますいちじるしくなる。

　　むすび

　親しい物理分析装置の獲蓮によつてもたらされた大な

る利鮎の一つはいちじるしい時聞の短縮ということであ

るo例えば非鐵冶金の分析において從來一時間に5種の

分析が行われていたものが分光分析法によつて25種の

測定が可能とな軌直洗分光器の使用によつて、さらに

80種が正確に測定されるようになつたといふ報告もあ

る。ただし鞭はいずれもはなはだ高償であることであ

る。しかしこのような物理分析襲置の鍵とともに分析

の分蜀は從來の化學者のみでなく，物理學，電氣學，機

械學等を專攻する人蓬まで網羅するようになつた結果，

分析部門がいちじるしい飛躍を瀧げるようになつtcこと

は試に喜ばしいことSいわねばならない。
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　　　　　　　　、マロン酸ヂエチノvエステ

　　　　　　　　　Ptとフオ・ノレムアPtデヒド

　　　　　　　　　とより合成樹脂の製造

　　　　　　　　　　　　　　　高　木　行　雄
　Wロン酸ヂエチル孟ステルとフtiルムアルデヒドと
の反慮を利用して食成樹脂を得る丈献については，既

に子二，三あり。これらの丈献を綜合して見ると合蔵樹
脂の主膿となるメチレンマロン酸ヂエチルエステルの
生成反慮は次の如く蓮行する0
　1．　，CH！（COtC！H，）e十CHsO－→OHCHsCH（COe
　　　マロンvaヂzチnエスiル
　　卿、一曳CH，。C（。。、C，，H、）！

　　　　　　　　　メテレンマ”ン醗ヂエテ乃エステ乃
　2」　CH2（CO，CsHs）e十2C卿一一→（OHCH1）2C（CO2

’qH，）、」遡・。・H，．。H（。。，〔轟）2

　　－HP　　－一→CH2＝C（COeCt賢』）2

　然しながらマロン酸ヂエチルエステルとフォルムア
ルデヒドとの反慮は多くの副反庶をffい易く，反慮傑

件によつてはメチレンマロン酸ヂZチルaステルの牧
量は皆無である。このものの合成について，溶媒とし
て氷酪酸，主鱒媒として酸酸カリ，助鰯襟として酷酸，
銅，バ『フォルムァルデヒド盈用いた場合の反塵i繰件
を求めた結果マロン酸ヂエチルエステルとパラフォル

ムァルデヒドのモル比は1：2，反庶温度はIOO℃が
最適であることを認めたが未だこの方法では収慧は良
好ではなく1結局50％前後に止まったoメチレンマ
ロン酸ヂエチル；ステルは非常に重合し易く，室温に
放置しても数時闘以内に爽然嚢熱して同時に透明に固
化し，後徐々に白色不透明磁器椴の堅く脆い樹脂とな
る。この重合は澱烈でビ‘一ル系化合物に使用されて

いる硫黄，銅，ハイドロキノン等の露合防止捌では重
合を防止することt：出asない。璽合物は氷酷酸，アル
コールに溶解して楯稠な液となり，こρ溶液を水中又
は石油工一テル中に注ぐと直ちに白色不透朋の重合物
を生ずる。
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